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そんな思いを込めて県北農民連は今
年も「9条田んぼ」に取り組みました。
今年の文字は「＃NO WAR＆コロナ」
です。今年は初めてドローンで撮影し
てもらい、みんなの思いがこもった
素晴らしい出来栄えに感動しまし
た。いかがでしょうか？

憲法改悪反対！ コロナウイルス退散！憲法改悪反対！ コロナウイルス退散！
11月2日、コロナ支援として福島大学生協に白米1ｔ
を提供しました。後期から対面授業が始まっていま
すが、アルバイトが減るなど生活が大変な状況は続
いています。大学生協では多くの学生に支援が行き
届くよう、1週間お弁当100円引きの企画を組んで
いただきました。贈呈式はお昼時だったので、学食
ではお弁当購入に長蛇の列ができていました。

コロナに負けるな！ 福大生支援コロナに負けるな！ 福大生支援
10月7日第7回目の軽トラパレードが行われ、会員10名と軽ト
ラ7台が参加しました。「こんにちは！農家と農業を守る団体で
す。アベノスガ暴走政権は、まったく期待が持てません。米価大
暴落です。米の過剰在庫は備蓄米として政府へ買い入れさせ
ましょう」とアピール、「私たち農民は社会共通の資本を守って
いるのです。食と農を守りましょう」と佐藤会長から挨拶があ
りました。沿道から手を振る温かい声援が励みになりました。

秋空に届け！ 軽トラ怒りのパレード！！秋空に届け！ 軽トラ怒りのパレード！！

次世代に豊かな地域・食と農を      
 引き継ぐために
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あだたら食農 schoolfarmあだたら食農 schoolfarm 始まります。始まります。

き
っ
か
け
は
、
地
域
に
食
と
農
を
考
え
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
り
た
い

　　
い
ま
、
地
域
に
家
族
農
林
漁
業
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
が
提
起
さ
れ
て
い

ま
す
。
多
様
な
組
織
・
人
た
ち
と
共
に
食
と
農
の
こ
と
を
単
に
話
し
合
う
だ
け
で
な

く
、
課
題
解
決
へ
向
け
て
何
か
を
み
ん
な
で
実
践
す
る
。

　
地
域
に
網
の
目
の
よ
う
に
「
持
続
可
能
な
農
と
食
の
あ
り
方
を
考
え
る―

プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
（
場
づ
く
り
）
の
推
進
者
と
し
て
農
民
連
が
そ
の
役
割
を
果
た
せ
ば
、
確

実
に
地
域
は
変
わ
る
し
、
農
民
連
の
組
織
も
変
わ
り
、
地
域
で
の
存
在
感
も
従
来
と
全

く
違
っ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

あ
だ
た
ら
食
農
sc
hoo
l 

farm 

が
で
き
る
ま
で

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
設
立
に
む
け
て
の
会
議

こ
の
会
議
で
「
食
べ
る
人
」
を
巻
き
込
ん
だ
新
し
い
食
と
農
の
形―

「
ア
グ
ロ

エ
コ
ロ
ジ
ー
」
を
ど
う
実
践
す
る
か
、
ど
の
よ
う
な
組
織
を
作
る
か
議
論
。

何
か
ら
手
を
打
つ
か
の
議
論
。

食
農
s
c
h
o
o
l
f
a
r
m 

の
概
要
を
話
し
合
う
。

メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
福
大
食
農
学
類
金
子
信
博
教
授
、
福
島
や
さ
い
畑
理
事
長

柳
沼
千
賀
子
さ
ん
は
じ
め
安
達
農
民
連
、
ゆ
い
ま
あ
る
メ
ン
バ
ー
な
ど
10
名
で

運
営
を
開
始
。
目
的
と
し
て
食
と
農
の
担
い
手
を
育
て
る
。

①
地
元
の
子
供
た
ち
、
母
親
た
ち
を
招
い
て
の
「
料
理
教
室
」

＊
農
家
の
人
た
ち
に
せ
め
て
自
給
農
産
物
の
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」
栽
培
講
習
を
行
う

＊
一
般
流
通
す
る
場
合
「
有
機
J
A
S
認
定
」
な
ど
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
で
、

「
参
加
型
認
証
シ
ス
テ
ム
」
の
試
み
を
行
う
。

②
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
を
行
う
。
イ
ン
タ
ー
ン
希
望
者
は
、
農
家
の
作
業

を
研
修
す
る
。
同
時
に
、
独
自
に
作
物
の
栽
培
・
経
営
を
行
う
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
で

の
栽
培
を
目
指
す
。
中
山
間
地
永
田
集
落
と
の
共
同
事
業
と
し
て
進
め
る
。

子
供
た
ち
に
安
全
で
豊
か
な
食
を

古
渡
一
秀
さ
ん（
ま
ゆ
み
学
園
理
事
長
）講
演

　

10
月
25
日
、
あ
だ
た
ら
食
農
s
c
h
o
o
l
f
a
r
m
の
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
講
演
と
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
ご
飯
・
味
噌
汁
を
食
べ
る
会

を
行
い
ま
し
た
。
古
渡
さ
ん
は
長
年
幼
児
教
育
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
、

今
の
子
供
た
ち
が
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
大
変
危
惧
し
て
お
り
、
豊
か

な
自
然
と
食
を
ど
う
子
供
た
ち
に
提
供
で
き
る
か
今
後
様
々
な
取
り
組

み
を
し
て
い
き
た
い
と
あ
だ
た
ら
食
農
s
c
h
o
o
l
f
a
r
m
へ
の
期

待
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
有
機
栽
培
の
米
は
、
須
賀
川
農
民
連
の
有
馬
勝
三
さ
ん
か
ら
提
供
い

た
だ
き
ま
し
た
。
野
菜
は
、
二
本
松
市
東
和
地
区
の
農
家
の
方
々
か
ら

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昼
食
後
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
方
向
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

講
座
の
講
師
を
務
め
る
福
大
食
農
学
類
金
子
信
博
さ
ん
と
「
も
り
の
か

ぜ
ら
ぼ
」
の
菊
地
裕
美
さ
ん
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
早
速 

F
a
c
e
b
o
o
k 

に
受
講
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
受
講

生
の
募
集
は
11
月
末
ま
で
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
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